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ワタ7カミムシの性誘引物文

一前構造の検討と新構造の捷出-

ClarificationoftheChemicalStatusoithe

PinkBollwormSexPheromone.

H.E.Hummel,LyleK.Gaston,H.H.Shorey,

R.S.Kaae,Kevin∫.ByrneandRobertM.

Silverstein.Science,181.873(1973).

.lPropylure"10-n-propyl-Lransl5,9-tridecadienyl

acctatcおよび deet,(N,N-diethyトm-toluamide)
紘,それぞれワタアカミムシ (pinkbollworm moth,

PccLl'no♪/10YagOSSybJ'cLlaSaunders)の性誘引物質

およびその協力物TIであると1966年に Jonesらによ

り紬/bされ,また翌年に Eiterらにより,その化合
物を合成した約恥まったく活性を持たなかったという

皮.Taもあった.さらにその活性のなかった理由を cf'S

果杜仲'によるマスキングにより説明した和文もあった.

そこでこれらの関越の収拾をはかるため新たな研究を

おこなった.

それぞれ列なった山添の3組のメス虫体より得られ

た抽出物のg.1.C分UTrをおこなったが,いずれの場合

も上記二つの物Ttはまったく検出できなかった.また

これら二つの化合物の溢円および野外試験もあわせお

こなったが,それらはIIl班でもまた組合わされた場合

でもまったくか,あるいはわずかしか活性を示さなか

った.

"Hexalure"Gis-7-hexadecenylacetateは,合成

化合物のスクリーニングの結果発見されたワタアカミ

ムんの合成誘引物Tiであり,その虫体中の存在の有無
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も問題となっていた,しかし,g.I.C分析の結果この

化合物も虫体中より検出できなかった.

FIDおよびオス成虫を検知器として用い, 5和の

極性の異なるカラムを放ったg.1.C分析により1雌成

虫あたり5ngに相当する性誘引物質のピークが確認

された.

この物質をオゾン酸化し還元的に分解をおこないそ

のg.1.C分析をおこなうと生成物として トpentanal,

1,4-butanedial,7-acetoxyheptanalの3者を与え

た. この結果ワタアカミムシの性誘引物矧ま.7,ll-

hexadecadienylacetateであると決定された.また

精製物のg.Lc分析をおこなうと,部分的にかさな1)

合った2ピークとしてBLわれ,n-hexadecylacctatc

に対する相対保持時間 (4% DEGS,1750)はそれぞ

れ1.40,1.46であった.それら2つのピークを別々に

分取LIR分析をおこなうと前者は合成 cl'S-7.Lrans-

ll-hexadecadienylacetate,後者は cl'S-7.cf'S-ll-

hexadecadienylacetateのIRチャートとlJ'd全に一

致した.またそれぞれの天然物,合成物を川いた

coinjection方式によるg.Lc分析をおこなうとI11-

ピークとして検出された.以上の結果より,ワクアカ

ミムシの性誘引物質は,7,ll-hexadecadienylacctatc

のcis,cis;Gis,trans異性体の混合物であると悶起さ

れた.なお "gossyplure''と名づけられたこの牲誘引

物矧 ま野外試験において両異性体が剛..Jに'II:在する時

のみ活性を13JL,おのおのqi独の場合は,活性がなか

った.これらの只性体の況合比についてのくわしいこ

とは現在検討Fflである. (山岡宛平)


